
日本にはてんかんのある人がおよそ100万人いるとされます。当然、

その100万人の症状や程度は一人一人で異なり、治療の目標もおそ

らく異なるでしょう。さらに年齢や性別、生活環境によってもその目

指すところは大きく左右されるかもしれません。例えば、てんかんの

治療薬をたくさん服用すればきちんと発作は抑えられるが、強い副

作用症状（多くは眠気やふらつきなど）で日中起きるのもやっととい

う場合は、必ずしも発作ゼロを目指さないこともあり得ます（すなわ

ち発作が少々出現しても副作用のない生活のしやすさを優先する

という場合もあり得ます）。どのような治療をうけるにせよ、要はそ

の効果や副作用や障害とのバランスがとても重要ということです。

かかりつけの医療機関を受診したときは、発作のことだけでなく、生

活や将来のことも含めてしっかりとお話をしてください。

100万人のてんかんには

100万通りの治療目標

て
ん
か
ん
を
知
る﹇
て
ん
か
ん
の
基
礎
知
識
﹈

て
ん
か
ん
と
暮
ら
す﹇
生
活
上
の
注
意
点
﹈

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た

て
ん
か
ん
と
社
会・生
活
支
援

医
療
費・生
活
費
の
サ
ポ
ー
ト

メモ.8
てんかん動画●5

はこちら


